
食品中の
放射性物質対策 食品区分について【参考】

食品
区分 設定理由 含まれる食品の範囲

飲料水
①すべての人が摂取し代替がきかず、摂取量が大きい
②WHOが飲料水中の放射性物質の指標値
（10ベクレル/kg）を提示

③水道水中の放射性物質は厳格な管理が可能

○直接飲用する水、調理に使用する水及び水との
代替関係が強い飲用茶

乳児用
食品

○食品安全委員会が、「小児の期間については、
感受性が成人より高い可能性」を指摘

○健康増進法（平成14年法律第103号）第26条第1項の
規定に基づく特別用途表示食品のうち「乳児用」に
適する旨の表示許可を受けたもの

○乳児の飲食に供することを目的として販売するもの

牛乳
①子どもの摂取量が特に多い
②食品安全委員会が、「小児の期間については、
感受性が成人より高い可能性」を指摘

○乳及び乳製品の成分規格等に関する省令（昭和26
年厚生省令第52号）の乳（牛乳、低脂肪乳、加工
乳など） 及び乳飲料

一般
食品

以下の理由により、「一般食品」として一括して区分
①個人の食習慣の違い（摂取する食品の偏り）の影響
を最小限にすることが可能

②国民にとって、わかりやすい規制
③コーデックス委員会などの国際的な考え方と整合

○上記以外の食品

● 基本的な考え方
特別な配慮が必要と考えられる「飲料水」、「乳児用食品」、「牛乳」 は

区分を設け、それ以外の食品を「一般食品」とし、全体で４区分とする。
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食品中の
放射性物質対策 「乳児用食品」「牛乳」の区分について【参考】

牛乳 低脂肪乳 加工乳等 乳飲料

「牛乳」の区分に含める食品

■「牛乳」の区分に含めない食品
→「一般食品」として扱う

乳酸菌飲
料

発酵乳 チーズ

■ 乳幼児を対象とした調製粉乳
フォローアップミルク等
の粉ミルクを含む

■ ベビーフード
１歳未満を対象と
するもの

■ 乳幼児用食品
おやつ等

■ 乳幼児向け飲料
飲用茶に該当する飲料は飲料
水の基準を適用

■ その他
服薬補助ゼリー、栄養食品等

フォローアップ
ミルク

赤ちゃん用

たまごボーロ

７ヶ月から

ソフトせんべい

ベビーフード

赤ちゃん用
サプリメント

おくすりゼリー

■ 乳児用調製粉乳 粉ミルク

●健康増進法第26条第1項の規定に基づく特別用途表示食品
のうち「乳児用」に適する旨の表示許可を受けたもの

●乳児の飲食に供することを目的として販売するもの
→消費者が表示内容等により乳児向け（１歳未満）の食品で
あると認識する可能性が高いものを対象とする。

「乳児用食品」の区分に含める食品

● 基本的な考え方
「乳児用食品」、「牛乳」の区分に該当する食品は下記の通り。
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